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高大連携による「Hokkaido Study Abroad Program」  令和６年度(2024 年度) 
 

道立高校等の生徒の道内大学への派遣・交流事業（北海道教育大学函館校会場） 

 

１.目的 

道立高校等の生徒を道内大学に派遣し、同大学の留学生との英語による交流や、大学の講義 

受講、研究室訪問等を通して、英語によるコミュニケーション力の向上を図るとともに、国際的

な視野を育み、海外と積極的に交流しようとする意欲の向上を図る。 

  

２.主催 

北海道教育委員会、北海道教育大学函館校 

 

３.実施時期 

令和６年(2024 年)11 月８日(金) 

 

４.実施場所 

北海道教育大学函館校 第 14 講義室、第 19 講義室 

 

５.参加者 

全道の道立高校８校から 37 名（１年次 17 名、２年次 13名、３年次７名）が参加 

 

６.日程 

時  間 内    容 

9:00-9:10 開会式・オリエンテーション 

9:10-10:30 
【ワークショップ①】 

「コミュニケーション能力を高めるための言語活動」 

10:40-11:45 
【講義①】留学生によるプレゼンテーション 

「渡航のすゝめ ～海外で暮らし、学ぶことの醍醐味と意味～」  

11:45-13:00  昼食 

13:00-14:00 
【講義②】英語による模擬講義  

「Let’s be a global citizen ～Think globally, act locally～」 

14:10-15:00 
【ワークショップ②】 

「グローバル人材を目指して、今すべきこと」 

15:00-15:40 
【ワークショップ③】  

「留学生と話そう～グローバル人材を目指して、今すべきこと～」 

15:45-16:00 リフレクション・閉会式 
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 事業の様子 

 北海道教育大学函館校では初開催となった Hokkaido Study Abroad Program。全道から集まっ

た 37 名の参加者たちの中には、様々な国から来日している留学生との交流を前に、緊張した様子

の生徒もいました。しかし、開会式を前に留学生たちが合流すると、参加者たちは、お互い積極

的にコミュニケーションを図り、明るい雰囲気の中で開会式を迎えることができました。 

 

  【ワークショップ①】「コミュニケーション能力を高めるための言語活動」 

北海道函館中部高等学校 弦木 裕 主幹教諭を講師として、様々な言語活動を行いました。

アイスブレイクでは、参加者全員で「1,2,3, Look over there!（じゃんけんぽん、あっち向いて

ほい！）」を行い、緊張した雰囲気を和らげました。その後、参加者は事前に準備したスライド

を活用し、留学生に対して英語で自己紹介を行い、異文化理解のための資質・能力を育成するた

めのディスカッションを行いました。参加者からは、「英語による講師の話を理解することがで

きて、とても共感する事ができた。また、自分の英語力を最大限に発揮しつつ、留学生とコミュ

ニケーションを図ることができた。」などの感想がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【講義①（留学生プレゼンテーション）】 

北海道教育大学函館校の留学生 11名が、事前に準備したスライドを活用し、各グループ内で自

己紹介、自分の国の紹介及び留学の魅力等について発表を行いました。英語のほか、現在学習し

ている日本語で発表を行う留学生もおり、参加者は熱心に耳を傾け、共通の話題で大いに盛り上

がっていました。参加者からは、「たくさんの国の留学生との交流で、その国の特徴などが知れ

て楽しかった。また、自分から日本について伝えることができて、嬉しかった。」や、「留学生

の出身地の文化について詳しく知り、外国に対しての興味がさらに大きくなった。」などの感想

がありました。 
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【昼食】 

留学生を誘って、一緒に学生食堂で昼食をとっている参加者た

ちがいました。プログラム後も交流を続けるために、お互いの SNS

情報を交換するなど、生徒たちはとても楽しそうでした。このプ

ログラムの後も交流が続き、様々な意見交換ができるとよいです

ね。 

 

【講義②】英語による大学模擬講義「Let’s be a global citizen ～Think globally, act locally～」 

北海道教育大学函館校 石森 広美 准教授 による模擬講義が行われました。講義はすべて英

語で行われたため、参加者は集中して話を聞き、内容の理解に努めました。講義の中では、「『グ

ローバル人材』と『グローバルシチズン』の違い」や「『グローバル人材』に必要な資質」に関

するディスカッションの後、その内容を全体の前で発表する場面があり、地球規模の視点で物事

を捉え、自分の住む地域のために活動することの重要性について理解を深めました。参加者から

は、「グローバル人材となるために、どんな知識や意識が必要になってくるのか、地球のために

できることは何か、地球上の様々な問題点を提起し、そこから解決策を考え出すなど、物事を順

序立てて考えることができた。」などの感想がありました。 

 

 

【ワークショップ②・③】「グローバル人材を目指して、今すべきこと」 

「留学生と話そう～グローバル人材を目指して、今すべきこと～」 

 弦木主幹教諭を講師とし、「海外留学中に、留学生同士による交流パーティーを企画する」 

をテーマに、ディスカッション及び発表を行いました。参加者は、留学生からのアドバイスを受

けながら、交流パーティーの規模や会場、実施するイベント等について話し合い、発表のための

ポスターを作成して発表しました。弦木主幹教諭からは、「"Why - Because”を常に意識し、論

理的に思考する習慣を身に付けること」とのアドバイスがありました。参加者からは、「同じ国

に住んでいても、一人一人親しんできた文化や経験が異なる。国が違えば、物事への考え方など

が違うのは当たり前。様々な人に配慮して、全員が楽しめるパーティーについて考えることはと

ても楽しかった。」などの感想がありました。 
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閉会式では、北海道教育委員会から参加者へ修了証を贈

呈し、参加者代表から感想が述べられました。最後に、北

海道教育大学函館校 佐藤 香織 教授 から「高校生だ

けではなく、留学生にとっても、国際理解について考える

よい機会となりました。参加者の皆さんには、函館に来た

際は、ぜひ本校に寄って、留学生などに声をかけてほしい

と思います。」と挨拶がありました。 

 

プログラム全体を振り返って、参加者からは、「別世界に来たみたいで不思議な体験ができて

楽しかった。」、「日本文化と比較しながら他国の文化を学び、様々な知識が深まった。また、

進路希望先の教育大学を訪れることができ、進路を考える参考にもなった」、「現在、高校３年

生で来年は大学生の予定だが、大学生になっても参加をしたい。」などの感想がありました。 

この先、自分の将来を考えるとき、本プログラムで体験したことや学んだことが生かされるこ

とを期待しています。 

 


